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現
代
史
の
分
析
は
限
り
な
く
現
状
分
析
へ
接
近
す
る
。
現
状
分

析
の
結
果
と
し
て
の
問
題
意
識
を
作
業
仮
説
と
す
る
こ
と
な
し
に

現
代
史
の
意
義
あ
る
掘
り
起
こ
し
は
あ
り
え
な
い
。
同
時
に
、
現

二
つ
の
住
民
運
動

〈
研
究
ノ
ー
ト
ｖ

「
は
じ
め
に

二
、
革
新
文
京
区
民
の
会

三
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
杉
並
の
会

Ｉ
そ
の
一
’

四
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
杉
並
の
会

ｌ
そ
の
二
’

五
、
住
民
運
動
の
二
類
型

ｌ
む
す
び
に
か
え
て
Ｉ

一
、
は
じ
め
に

二
つ
の
住
民
運
動

状
分
析
と
一
線
を
画
し
た
と
こ
ろ
に
現
代
史
の
領
域
が
確
定
さ
れ

る
。
そ
の
結
果
、
現
代
史
の
分
析
は
限
り
な
く
現
状
分
析
へ
接
近

す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
小
さ
な
分
析
は
、
現
代
史
の
領
域
か
ら
す
る
現
状
分
析
へ

の
ぎ
り
ぎ
り
の
接
近
を
試
み
る
例
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
分
析
の
素

材
と
し
て
は
、
一
九
七
八
年
六
月
か
ら
一
二
月
の
間
に
、
奇
し
く

も
、
同
時
進
行
し
た
東
京
都
内
に
お
け
る
二
つ
の
住
民
運
動
を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
一
つ
は
、
「
革
新
文
民
区
民
の
会
「
｜

の
動
き
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
杉
並

の
会
」
の
動
き
で
あ
る
。
偶
然
に
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
時
期
に
進

行
し
た
こ
の
二
つ
の
大
衆
運
動
は
、
内
容
的
に
は
ま
っ
た
く
対
雛

的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
対
麟
性
を
抽
出
す
る
こ
と
が
こ
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そ
れ
は
、
壮
大
と
で
も
い
う
べ
き
景
観
を
呈
示
し
た
革
新
自
治

体
の
崩
壊
現
象
で
あ
っ
た
。
京
都
府
知
事
選
挙
の
結
果
、
一
九
五

○
年
か
ら
つ
づ
い
て
い
た
革
新
府
政
が
保
守
府
政
に
転
換
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
が
一
九
七
八
年
四
月
で
あ
り
、
横
浜
市
長
選
挙
の

結
果
へ
一
九
六
三
年
か
ら
つ
づ
い
た
革
新
市
政
が
一
五
年
ぶ
り
に

保
守
市
政
に
転
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
同
じ
一
九
七
八
年

二
つ
の
住
民
運
動

の
小
さ
な
分
析
の
目
的
で
あ
り
、
現
代
史
分
析
の
作
業
と
し
て
は

対
雛
性
の
事
実
認
識
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
が
も
し
、

現
状
分
析
の
作
業
で
あ
る
な
ら
ば
、
二
つ
の
大
衆
運
動
の
対
雛
性

の
指
摘
か
ら
、
さ
ら
に
、
一
定
の
政
策
的
提
言
に
ま
で
す
す
み
、

運
動
論
と
し
て
の
発
言
を
も
含
む
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

そ
の
菰
の
議
論
は
、
こ
こ
で
は
避
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

分
析
素
材
と
し
て
提
示
す
る
二
つ
の
大
衆
運
動
に
関
す
る
文
書

資
料
は
、
新
聞
の
記
事
を
除
き
、
す
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
へ
の

参
加
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
輌
新
文
京
区
民
の
会

一
一
ハ
ニ

四
月
で
あ
っ
た
。
’
九
七
八
年
一
二
月
に
は
、
沖
繩
知
事
選
挙
の

結
果
、
一
九
七
二
年
か
ら
六
年
つ
づ
い
た
革
新
県
政
が
消
え
て
い

る
。
そ
し
て
、
一
九
七
九
年
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
一
九

六
七
年
か
ら
一
二
年
つ
づ
い
た
東
京
の
革
新
都
政
と
、
一
九
七
一

年
か
ら
八
年
つ
づ
い
た
大
阪
の
革
新
府
政
が
倒
壊
し
た
。
こ
う
し

て
、
一
九
七
○
年
代
前
半
ま
で
、
高
揚
し
つ
づ
け
た
革
新
自
治
体

の
潮
流
は
、
一
九
七
○
年
代
の
終
り
に
は
明
ら
か
な
退
潮
傾
向
を

示
す
に
至
っ
た
。

こ
の
莚
新
自
治
体
の
崩
壊
現
象
は
、
か
っ
て
の
社
会
党
政
権
の

崩
壊
と
同
じ
位
置
づ
け
を
も
っ
て
戦
後
史
に
記
録
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
日
本
の
戦
後
史
に
お
い
て
、
社
会
的
民
主
主
義
政
権
へ

の
接
近
は
、
二
度
試
み
ら
れ
て
二
度
失
敗
し
た
。
一
度
は
、
一
九

四
七
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
の
片
山
・
芦
田
内
閣
と
い
う
社
会

党
政
権
の
形
態
に
お
い
て
で
あ
り
、
二
度
目
は
、
一
九
七
○
年
代

前
半
に
急
浮
上
し
た
革
新
自
治
体
と
い
う
形
態
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。
総
人
口
の
四
三
％
を
包
含
す
る
と
計
算
さ
れ
た
革
新
自
治
体

圏
の
形
成
は
、
社
会
党
政
権
と
は
別
形
態
の
社
会
的
民
主
主
義
政



樵
へ
の
接
近
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
後
史
は
、

き
わ
め
て
貴
重
な
実
験
例
を
二
例
、
持
っ
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
東
京
都
文
京
区
に
、
「
革
新
都
政
を
発
展
さ
せ
、

区
政
の
民
主
化
を
す
す
め
る
文
京
区
民
の
会
」
（
略
称
、
革
新
文

京
区
民
の
会
）
が
結
成
さ
れ
た
の
は
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
で
あ
り
、
一
九
七
八
年
一
二
月
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

文
京
区
民
の
会
は
、
革
新
政
党
主
導
型
で
も
な
け
れ
ば
労
働
組

合
主
導
型
で
も
な
く
、
学
考
・
文
化
人
主
導
型
の
住
民
迎
動
と
し

て
そ
の
展
開
が
取
組
ま
れ
た
。
一
九
七
八
年
十
一
月
に
発
表
さ
れ

た
同
会
の
〃
呼
び
か
け
川
文
に
お
け
る
「
こ
の
会
結
成
に
至
る
経

過
」
は
、
「
去
る
六
几
、
区
内
在
住
の
東
大
瑞
祥
教
授
桧
山
義
夫

氏
、
劇
作
家
木
下
順
二
氏
ら
、
二
十
一
治
の
学
者
・
文
化
人
が

『
文
京
区
民
の
声
と
力
で
』
革
新
都
政
を
発
展
さ
せ
よ
う
、
と
い

う
『
よ
び
か
け
』
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
美
濃
部
革
新
都
政

実
現
の
母
体
と
な
っ
た
『
明
か
る
い
革
新
都
政
を
つ
く
る
』
会
を

中
心
に
幅
広
い
区
民
の
結
集
を
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。
こ
の

〃
呼
び
か
け
〃
に
こ
た
え
て
、
区
内
の
各
市
民
団
体
・
労
働
組
合

二
つ
の
住
民
運
動

や
区
民
有
志
が
集
ま
り
、
七
月
と
九
月
の
二
回
、
懇
談
会
を
開
き

ま
し
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
呼
び
か
け
人
と
な
っ
た

「
学
者
・
文
化
人
」
二
一
糸
に
最
初
に
声
を
か
け
た
の
は
誰
で
あ

っ
た
の
か
、
す
な
わ
ち
こ
の
遮
動
の
第
一
衝
撃
人
は
政
党
活
動
家

で
あ
っ
た
の
か
、
組
合
活
動
家
で
あ
っ
た
の
か
、
無
党
派
の
地
域

活
動
家
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
点
が
出
て
来
る
こ
と
に
な
る

が
、
こ
の
さ
い
は
、
巡
動
の
形
態
が
学
者
・
文
化
人
主
導
型
で
あ

っ
た
点
を
砿
認
す
る
に
卿
主
り
た
い
。
妓
初
の
呼
び
か
け
人
二
一

人
の
「
肩
書
」
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

哲
学
者
、
一
名
。
大
学
の
教
員
（
名
誉
教
授
も
含
む
）
、
九
名
。

書
家
、
一
名
。
俳
優
、
一
名
。
邦
楽
家
、
一
名
。
劇
作
家
、
一
名
。

齋
仙
家
、
一
鍋
。
弁
誠
士
、
一
名
。
交
通
問
題
評
論
家
、
一
砧
。

写
真
家
、
二
名
。
団
体
役
員
、
二
名
。

革
新
文
京
区
民
の
会
の
「
目
的
と
性
格
」
は
、
次
の
四
点
で
あ

る
こ
と
が
、
絲
成
総
会
に
お
け
る
〃
申
し
合
せ
事
項
（
案
）
〃
に

お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

、
こ
の
会
の
目
的
は
、
区
政
・
都
政
を
住
民
本
位
の
も
の
に
青

一
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二
つ
の
住
民
運
動

て
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

川
こ
の
会
は
、
革
新
都
政
の
発
展
と
区
政
の
民
主
化
を
ね
が
う

す
べ
て
の
区
民
・
剛
体
の
結
典
を
は
か
り
ま
す
。

肋
こ
の
会
は
、
個
人
・
個
人
グ
ル
ー
プ
・
団
体
の
別
な
く
考
え

方
の
違
い
を
認
め
合
い
、
そ
れ
を
生
か
し
な
が
ら
運
動
を
す

す
め
ま
す
。

い
こ
の
会
は
、
会
の
Ｈ
的
に
猫
同
す
る
す
べ
て
の
政
党
へ
協
力

関
係
を
求
め
ま
す
。
そ
し
て
各
政
党
へ
は
、
会
が
ま
と
め
た

区
民
の
要
求
が
実
現
す
る
よ
う
秋
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
四
点
よ
り
も
、
よ
り
共
体
的
に
敵
新
文
京
区
尺

の
会
の
述
動
目
標
を
明
示
し
て
い
る
二
点
が
あ
り
、
そ
れ
は
一
九

七
八
年
一
二
月
に
発
行
さ
れ
た
同
会
の
ア
ピ
ー
ル
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

・
背
の
よ
う
な
、
一
般
住
民
の
平
が
と
ど
か
な
い
、
保
守
都
政

に
逆
も
ど
り
し
な
い
よ
う
、
せ
っ
か
く
み
ん
な
の
も
の
と
な

っ
た
、
革
新
都
政
の
実
績
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

と区ｆｌｊｉで
来メ識１%）お内Hliに結・
賛ツ長会リ諸会、成長よ切要そりん来
あ七団あでＨ１が六総を，に望らまと年
いＩ選いあ体九ノィ会選で十をぞせう四
さジ１１ｌさつを｜Ⅱ｜のＩ土ぴはる親らんに月
つつた’'’’''１ＩＦ、、あ｜さ：身しかみの

、

祝と心かび－.背D政にい・ん都
電さにれか九てま、なもな知

れ一たけ七てせ１ﾘ１つのの事
てこと以八いん力、てでＵｋ選
い○｜ｲ｝来年〈かる’lllな力挙
る人〈!；、一以・い<くＩこへ
。’まさ区二外そ町Ｙ区、なむ
どれ氏ノ１にれ新政区るけ
がて懇七ｉｉｉに的、民人て
参い談１１ははな区のを、
力１１る会にな、区民手選一
し。が１１Ｍいみ政一のび１１
、紬二かとんを人中だも
経成ｌｎｌれ湾なつひにそは
過総｜)'１、えの〈とあうや
は会かそま手りりつで〈
次にれれすであとてＩ土、
‘）は、ま゜区げ大、あほ
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経
過
報
告

議
酬
。
会
の
申
し
合
わ
せ
、
活
動
方
針
（
提
案
、
群
議
、
字
句

の
そ
う
入
、
修
正
を
含
め
て
採
択
）

代
表
委
員
四
○
名
選
出

区
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
（
提
案
、
審
議
、
字
句
そ
う
入
と

含
め
て
採
択
）

代
表
委
且
あ
い
さ
つ

閉
会
の
あ
い
さ
つ

と
こ
ろ
で
、
こ
の
革
新
文
京
区
民
の
会
の
問
題
点
は
、
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
た
か
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
一
九
七
八
年
一
二
Ⅱ

一
三
Ⅱ
付
の
文
書
と
し
て
〃
記
者
発
表
の
婆
』
、
メ
モ
伽
が
あ
る
。

革
新
文
京
区
民
の
会
が
、
わ
ざ
わ
ざ
新
川
記
宥
と
会
見
の
た
め
に

メ
モ
を
作
成
し
、
そ
れ
を
印
刷
物
と
し
て
残
し
て
い
る
点
が
印
象

的
で
あ
る
が
、
そ
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
「
当
而
の
活
励
」
は
次
の
四

点
と
さ
れ
て
い
る
（
主
要
部
分
の
み
）
。

ｍ
ア
ピ
ー
ル
を
区
内
全
戸
に
配
布
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
、
会
の
考
え
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

二
つ
の
住
民
巡
励

㈹
都
議
会
与
党
へ
の
巾
し
入
れ
。
「
川
か
る
い
雌
析
祁
政
を
つ

く
る
会
」
へ
の
巾
し
入
れ
。

例
区
政
問
題
に
関
す
る
提
案
と
運
動
の
展
開
。

口
区
民
の
心
か
ら
の
意
見
、
真
の
要
望
を
集
約
し
、
そ
の
中
か

ら
課
題
を
明
確
に
し
て
、
施
策
に
反
映
で
き
る
形
に
ま
と
め

て
い
き
ま
す
。

活
動
力
針
と
し
て
こ
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に

は
、
結
成
さ
れ
た
直
後
、
〃
記
者
発
表
の
要
旨
メ
モ
川
を
作
成
し

て
い
る
点
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
新
附
記
事
と
し
て
報
道
さ
れ

る
こ
と
も
主
要
な
活
勅
の
一
つ
と
し
て
企
耐
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
〃
記
者
発
表
の
要
旨
メ
モ
伽
に
よ
れ
ば
、
「
会
の
結

成
ま
で
の
経
過
は
次
の
と
お
り
で
す
」
と
さ
れ
、
「
今
年
六
几
、

低
内
に
伽
む
東
大
渦
撚
教
授
柑
山
雅
夫
氏
、
劇
作
家
木
下
順
二
氏

ら
一
二
人
の
学
考
・
文
化
人
が
、
『
文
京
区
民
の
声
と
力
で
雄
新

、
、
、
、
、

都
政
一
を
股
発
さ
せ
よ
う
』
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
（
新
聞
報
道
さ

、
、
、
、
、

れ
て
い
ま
す
）
」
と
あ
っ
て
、
一
）
の
会
の
新
聞
記
事
化
さ
れ
る
一
）

と
に
つ
い
て
の
強
い
執
耕
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
八
五



二
つ
の
住
民
迎
動

革
新
文
京
区
民
の
会
は
、
結
成
の
呼
び
か
け
を
行
な
っ
た
段
階

で
新
川
記
小
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
成
功
し
た
。
『
朝
Ⅱ
新
川
』

一
九
七
八
年
六
月
七
Ⅱ
付
の
報
道
が
そ
れ
で
あ
る
。

文
京
区
で
も
ア
ピ
ー
ル

知
事
選
に
革
新
銃
一

来
春
に
迫
っ
た
都
知
事
選
を
前
に
、
文
京
区
内
の
文
化
人
ら
が

六
Ⅱ
、
「
文
京
区
内
の
声
と
力
で
北
新
統
一
を
実
現
し
、
球
新

都
政
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
」
呼
び
か
け
た
。
発
起
人
は
、
劇
作

家
木
下
順
二
氏
、
東
京
大
学
名
稚
教
授
柚
山
競
夫
氏
ら
二
十
人
。

ア
ピ
ー
ル
で
は
、
社
共
両
党
統
一
の
熊
壗
努
で
都
知
鞭
選
を
闘
う

よ
う
、
求
め
て
い
る
。

こ
の
あ
と
、
結
成
総
会
そ
の
他
の
動
き
が
記
者
発
表
と
い
う
形

を
通
じ
て
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
認
め
ら
れ
、
新
洲
記
事
と
し
て
伝
え

ら
れ
る
こ
と
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
束
京
都
知
事

選
の
動
向
と
い
う
政
治
的
文
脈
の
中
で
革
新
文
京
区
民
の
会
は
位

置
づ
け
ら
れ
た
。
一
般
紙
の
紙
面
に
お
い
て
、
会
の
Ｈ
的
は
す
べ

て
都
知
事
選
お
よ
び
文
京
区
長
選
に
お
け
る
革
新
統
一
候
補
選
川

一
八
六

の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
限
り
で
は
報
道

の
対
象
と
し
て
、
そ
の
存
在
が
何
回
か
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
朝

Ⅱ
新
附
』
一
九
七
八
年
九
Ⅱ
一
七
Ⅱ
付
〃
ね
都
知
事
選
、
お
も
な

動
き
川
の
表
示
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

５
．
旧
渋
谷
区
在
住
の
文
化
人
八
人
、
「
球
新
統
ど
の
ア

ピ
ー
ル
発
表
。

焔
杉
並
一
体
化
の
文
化
人
三
十
三
人
、
同
ア
ピ
ー
ル
。

幻
中
野
十
仲
化
の
文
化
人
十
七
人
、
何
ア
ピ
ー
ル
。

６
．
５
蝿
肪
の
六
人
、
肚
川
行
の
三
十
四
人
が
川
ア
ピ
ー
ル
。

、
、
、
、
、
、
、

６
文
一
爪
の
一
一
十
人
も
。

加
多
摩
地
区
の
二
十
一
人
、
何
ア
ピ
ー
ル
。

ま
た
、
同
じ
『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
九
年
一
月
三
一
日
付
は
、

文
京
区
長
選
挙
候
補
選
出
状
況
に
つ
い
て
伝
え
、
革
新
文
京
区
民

の
会
を
社
共
統
一
候
補
選
出
の
場
と
位
微
づ
け
て
い
る
。

文
京
区
現
職
の
遠
藤
正
則
氏
が
昨
年
十
一
川
の
区
議
会
で
早

々
と
出
馬
表
明
し
、
意
欲
を
見
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
鍍
新
側

の
動
き
は
鈍
い
。
遠
藤
氏
に
は
、
す
で
に
自
民
、
民
社
が
推
薦
、



公
明
が
支
持
を
決
め
て
お
り
、
支
援
態
勢
も
ほ
ぼ
躍
っ
た
。

前
回
、
遠
藤
氏
を
推
薦
し
た
社
会
の
動
向
は
微
妙
、
選
挙
の

あ
と
、
「
反
自
民
を
徹
底
せ
よ
」
と
い
う
下
部
か
ら
の
突
き
上

げ
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
区
労
協
か
ら
の
「
革
新
候
補
擁
立
を
」

の
要
諦
も
あ
り
、
今
回
は
現
職
へ
の
相
乗
り
に
ち
ゅ
う
ち
ょ
し

て
い
る
。
た
だ
、
区
議
団
は
こ
の
四
年
間
、
遠
藤
区
政
の
与
党

的
立
場
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
い
ち
が
い
に
「
球
新
候
補
擁

立
」
へ
突
っ
走
れ
な
い
事
情
も
あ
る
。

前
回
、
単
独
候
補
を
立
て
て
対
決
し
た
共
産
は
、
社
会
に
も

呼
び
か
け
、
革
新
統
一
候
補
の
擁
立
を
目
標
に
準
備
を
進
め
て

い
る
。
だ
が
、
結
論
は
出
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
区
政
の

革
新
を
求
め
る
住
民
の
動
き
は
活
溌
化
し
て
い
る
。
昨
年
十
一

川
に
柿
山
義
夫
束
大
名
祥
教
授
や
劇
作
家
の
木
下
順
二
氏
ら
学

者
、
文
化
人
が
中
心
に
な
っ
て
「
並
新
文
京
区
民
の
会
」
を
結

成
、
住
民
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

革
新
文
京
区
民
の
会
と
は
、
結
成
さ
れ
た
こ
と
そ
れ
自
体
に
意

義
が
あ
っ
た
組
織
の
よ
う
で
あ
る
。
会
の
存
在
そ
れ
自
体
に
意
義

二
つ
の
住
民
遮
動

が
認
め
ら
れ
、
大
衆
迎
励
体
と
し
て
の
会
の
何
等
か
の
形
の
行
動

が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
七
九
年
四
月
、
統
一
地

方
選
挙
と
し
て
行
な
わ
れ
た
文
京
区
長
選
挙
の
結
果
は
、
現
職
の

区
長
が
五
九
、
○
○
○
票
で
当
選
、
単
独
で
対
決
し
た
共
産
党
の

候
補
者
は
一
六
、
○
○
○
票
に
留
ま
っ
た
。
『
朝
日
新
聞
』
一
九
七

九
年
四
月
一
四
日
付
〃
区
長
選
、
候
補
者
は
こ
ん
な
人
〃
は
、
文

京
区
に
お
け
る
共
産
党
の
単
独
候
補
を
革
新
文
京
区
民
の
会
と
の

関
係
で
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

前
回
、
社
会
党
と
の
統
一
候
補
擁
立
の
話
が
ま
と
ま
ら
ず
、

党
公
認
と
し
て
出
馬
。
今
回
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
経
過
で
、
単

独
候
補
と
し
て
立
っ
た
。
相
手
も
同
じ
現
職
の
遠
藤
正
則
氏
。

「
前
回
は
鹸
新
の
立
場
を
明
確
に
し
て
戦
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

今
回
は
、
木
下
順
二
さ
ん
ら
学
考
、
文
化
人
が
革
新
区
民
の
会

を
作
り
『
文
京
に
も
莱
新
区
政
を
』
と
、
市
民
遮
動
と
し
て
革

新
候
補
を
出
そ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
た
。
区
民
の
会
の
候

補
は
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
が
、
文
京
区
の
革
新
運
動
の
歴
史

に
刻
ま
れ
る
意
義
あ
る
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
」
。
自
身
が
立
候

一
八
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二
つ
の
住
民
迎
動

補
し
な
が
ら
も
、
革
新
統
一
候
補
を
立
て
よ
う
と
し
た
革
新
区

民
の
会
の
努
力
を
商
く
評
価
し
た
。

軟
新
文
京
区
民
の
会
は
、
し
ょ
せ
ん
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
た

め
に
考
え
ら
れ
た
住
民
運
動
の
一
形
態
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
区
政
へ
の
住
民
参
加
が
う
た
わ
れ
た
の
も
、
実
は
、
革

新
統
一
候
補
選
出
の
基
盤
づ
く
り
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
し
か
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
住
民
参
加
の
内
容
が
具
体
的

に
把
握
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
雄
新
文
京
区
民
の
会
の
特
徴
点
と
い
え
る
諸
点
を
列

記
し
て
お
こ
う
。

Ⅲ
特
定
政
党
で
は
な
く
、
「
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
す
べ
て
の

政
党
」
へ
協
力
関
係
を
求
め
る
立
場
を
と
っ
た
。

②
「
会
は
民
主
的
に
述
営
さ
れ
る
よ
う
心
が
け
」
ら
れ
、
結
成

総
会
で
は
活
動
力
針
に
つ
い
て
「
字
句
の
そ
う
入
、
修
正
」
が

な
さ
れ
、
区
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
い
て
も
「
字
句
そ
う
人
」

が
な
さ
れ
た
。

③
都
知
事
候
補
の
選
出
、
区
長
侯
補
の
選
出
、
そ
し
て
区
政
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

こ
の
三
点
が
評
価
さ
れ
る
特
徴
点
で
あ
り
、
次
の
諸
点
が
、
敵

新
文
京
区
民
の
会
の
検
討
さ
れ
る
べ
き
特
徴
点
と
な
っ
て
い
る
。

川
会
の
運
営
は
代
表
委
員
制
が
と
ら
れ
、
全
員
一
致
が
会
の
述

営
原
則
で
あ
る
と
の
確
認
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

⑤
「
区
民
の
会
」
と
言
い
な
が
ら
、
な
ぜ
か
、
「
学
者
・
文
化

人
」
を
母
体
と
し
、
そ
の
中
で
も
藷
名
人
を
表
面
に
浮
上
さ
せ

て
い
る
。

側
郁
知
小
候
補
の
文
京
区
に
お
け
る
逮
川
阯
休
の
一
つ
に
な
る

こ
と
を
Ⅱ
差
ナ
ァ
ピ
ー
ル
を
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
都
雛
会
堺

党
、
「
明
か
る
い
箪
新
都
政
を
つ
く
る
会
」
に
対
し
、
「
革
新
候

補
の
決
定
過
程
は
、
民
主
的
に
都
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
進
め

る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
政
党
レ
ベ
ル
に
お
け
る
都
知
事
候

補
の
妓
終
決
定
を
期
待
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
区
民
の
会

は
、
す
な
わ
ち
「
蔵
の
根
」
は
、
紮
新
政
党
を
支
え
る
雄
鮭
と

し
て
、
両
者
の
関
係
が
縦
系
列
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

ｍ
区
政
の
根
幹
を
住
民
参
加
に
求
め
る
と
し
な
が
ら
、
区
民
の

一
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声
に
つ
い
て
、
「
心
か
ら
の
意
見
」
「
典
の
要
望
」
を
「
災
約
」

す
る
と
か
、
「
そ
の
中
か
ら
課
題
を
明
確
」
に
す
る
と
か
、
「
施

策
に
反
映
で
き
る
形
」
に
「
ま
と
め
」
て
い
く
と
か
、
一
般
意

志
の
形
成
を
作
為
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
が
、

全
員
一
致
制
の
原
則
を
確
認
せ
ず
に
代
表
委
員
制
を
と
っ
て
い

る
姿
勢
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

、
、
、
、
、

⑧
「
一
日
も
は
や
く
、
ほ
ん
と
う
』
Ｌ
み
ん
な
の
味
方
に
な
る
人

、
、
、
、
、

を
選
び
だ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
か
、
「
ほ
ん
と
う
の
住

民
参
加
も
実
現
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
」
と
か
、
「
ほ
ん

と
う
」
の
内
赤
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
く
保
守
都
政
、
保
守

区
政
に
対
抗
す
る
姿
勢
の
み
が
弧
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

、
、
、
、

、
、

こ
の
「
ほ
ん
と
う
」
論
は
、
そ
の
ま
ま
、
「
革
新
文
坐
爪
区
民
の

、
、

、
、

会
」
「
拡
新
都
政
」
「
赦
新
の
区
災
」
な
ど
と
い
う
安
易
な
「
赦

新
」
概
念
の
多
発
・
乱
川
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
会
の
目
的
で

あ
る
「
区
政
・
都
政
を
住
民
本
位
の
も
の
に
育
て
て
い
く
こ

と
」
が
い
か
に
し
て
「
革
新
」
概
念
と
一
体
化
す
る
の
か
、
そ

の
内
実
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
視
点
が
〃
呼
び
か
け
〃
文

二
つ
の
住
民
迦
動

や
〃
〆
比
へ
の
ア
ピ
ー
ル
伽
の
中
に
兄
川
さ
れ
な
い
。
髄
た
、

「
保
守
」
を
そ
の
ま
ま
住
民
巡
勅
の
批
判
対
象
と
し
て
批
定
し

て
い
る
認
識
水
準
も
大
い
に
問
題
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
と
え
な

、
０

１

右
に
指
摘
し
た
諸
点
は
、
文
書
資
料
に
基
づ
く
も
の
で
し
か
な

く
、
そ
れ
も
私
が
入
手
し
え
た
数
点
の
資
料
に
依
拠
し
た
識
論
で

し
か
な
い
。
革
新
文
京
区
民
の
会
の
動
き
は
、
実
際
に
は
、
以
上

で
見
た
以
上
に
拡
が
り
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
な
行
動
を

展
開
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
に
と
っ

て
、
拡
新
文
京
区
民
の
会
の
推
進
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
Ｋ
・

Ｈ
氏
が
、
私
の
衝
川
に
梓
え
、
「
革
新
と
い
う
言
莱
で
し
か
迎
励

を
表
現
で
き
な
か
っ
た
」
と
述
懐
し
て
い
た
点
が
印
象
深
か
っ
た

こ
と
を
一
言
し
て
お
き
た
い
。

あ
る
労
働
学
校
に
講
師
と
し
て
参
加
し
た
と
き
、
私
は
聴
講
生

一
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三
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
杉
並
の
会

ｌ
そ
の



二
つ
の
住
民
遮
動

の
一
人
、
Ｋ
・
Ｍ
譜
か
ら
、
東
京
都
杉
並
区
に
お
け
る
住
民
笠
録

の
た
め
の
電
算
機
導
入
に
反
対
す
る
会
の
運
動
に
つ
い
て
話
を
聞

き
、
私
の
す
す
め
も
あ
っ
て
同
君
が
ま
と
め
た
記
録
と
分
析
を
、

リ
ポ
ー
ト
と
し
て
読
ま
せ
て
も
ら
う
機
会
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
同

君
が
保
存
し
て
お
い
た
関
係
資
料
を
コ
ピ
ィ
す
る
こ
と
も
出
来
た
。

革
新
文
京
区
民
の
会
に
つ
い
て
、
推
進
者
の
Ｋ
・
Ｈ
氏
が
、
「
鍬

新
」
概
念
の
枠
の
中
で
し
か
運
動
を
展
開
出
来
な
か
っ
た
と
し
て

い
る
の
に
対
し
、
Ｋ
・
Ｍ
君
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
杉
並
の

会
の
運
動
に
つ
い
て
、
そ
の
記
録
と
分
析
の
リ
ポ
ー
ト
の
巾
で

「
〃
私
〃
市
民
か
ら
〃
公
〃
市
民
へ
の
転
化
」
と
い
う
と
ら
え
方
を

援
用
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。
革
新
文
京
区
民
の
会
と
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
杉
並
の
会
の
比
較
を
あ
る
一
点
で
行
え
ば
、

前
者
の
場
合
、
参
加
人
員
は
結
成
集
会
に
お
け
る
一
二
○
人
が
数

え
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
、
三
一
一
、
○
○
○
人
の

署
名
数
が
数
え
ら
れ
て
い
る
。

「
国
民
総
背
番
号
制
に
反
対
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
杉
並
の

会
」
（
以
下
、
杉
並
の
会
と
略
称
）
が
、
住
民
雑
木
台
帳
の
魅
算

一
九
○

機
に
よ
る
処
理
に
つ
い
て
〃
要
諦
書
〃
を
杉
並
区
長
宛
に
提
出
し

た
の
は
一
九
七
八
年
六
月
九
日
で
あ
っ
た
。
〃
要
請
書
〃
は
言
う
。

現
在
杉
並
区
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
の
電
篇
機
に
よ
る
処
理

が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
肌
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
住
民
雑
木

台
帳
の
肛
算
処
理
が
区
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
懇
に
つ
な
が

り
、
離
本
的
人
権
を
犯
す
お
そ
れ
が
強
い
こ
と
、
ま
た
、
巨
額

の
費
用
を
投
じ
て
区
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
ど
う
改
善
さ
れ
る
の

か
、
区
民
の
関
心
を
よ
せ
る
問
題
が
何
ら
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
現
在
の
区
の
姿
勢
は
、
梅
室
の
な
か
で
地
算
問
題
を
決
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
う
て
い
区
民
に
理
解
を
え
ら

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
住
民
雑
木
台
帳
の
髄
算
処
理
の
問
題
に
つ
い

て
ば
民
に
十
ぺ
て
を
公
表
す
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。
当
耐

す
る
問
題
と
し
て
、
と
り
あ
え
ず
区
長
が
以
下
の
問
題
に
つ

い
て
回
答
さ
れ
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

川
篭
子
計
算
磯
を
導
入
す
る
目
的
は
何
か
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。
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二
つ
の
住
民
運
動

そ
の
遮
勅
方
向
の
政
沿
的
意
義
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
γ
新
聞
記

者
と
デ
ス
ク
の
政
治
感
覚
が
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
化
を
妨
げ
る
と
い
う

機
構
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
杉
並
の

会
の
場
合
、
東
京
都
知
靴
選
や
杉
並
区
長
選
と
関
係
な
く
、
ま
た

既
成
政
党
の
ど
の
党
と
の
直
接
的
な
関
係
も
な
く
、
杉
並
区
民
の

有
志
の
疑
問
と
怒
り
を
組
織
化
し
運
動
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
だ

け
に
、
記
者
会
見
と
す
る
ま
で
も
な
く
、
そ
の
動
き
は
次
の
よ
う

に
逐
一
、
新
聞
記
事
と
し
て
多
く
の
人
の
月
に
ふ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
夕
刊
で
は
あ
っ
た
が
第
一
面
で
扱
わ
れ
た
場
合
す
ら
あ
っ

た
点
に
注
Ⅱ
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
以
下
の
記
事
は
、
す
ぺ
て
、

『
朝
日
新
聞
』
掲
載
の
も
の
で
あ
り
、
主
に
「
東
京
」
版
の
欄
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
記
事
の
見
出
し
を
一
覧
す
る
だ
け
で
、
杉
並

の
会
の
巡
助
経
過
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
注
記
し
な

い
が
、
こ
の
小
論
に
お
け
る
杉
並
の
会
の
動
き
の
記
述
は
、
主
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
年
月
Ｈ
）
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（
記
事
の
見
川
し
）

住
民
記
録
の
電
算
機
符
理
、
杉
並
区
が

八
年
計
画
発
表
。
区
民
「
背
番
号
化
」

恐
れ
反
発
。

三
時
間
に
も
及
ぶ
〃
討
論
会
〃
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
化
に
反
対
。
杉
並
区
と
住

民
団
体
。

杉
並
区
の
住
民
記
録
電
算
処
理
、
区
長

は
討
論
拒
否
、
住
民
の
反
対
組
織
へ
強

腰
。

住
民
記
録
の
電
算
処
理
化
、
禁
止
の
条

例
案
作
成
、
制
定
め
ざ
し
直
接
請
求
。

便
利
さ
か
、
人
椛
侵
窯
か
、
電
算
化
攻

防
ヤ
マ
場
に
。
監
視
機
関
を
設
置
Ｉ
区

側
。
署
名
で
徹
底
抗
戦
ｌ
守
る
会
。

趣
算
化
に
反
対
、
三
万
人
珊
名
へ
。
住

民
記
録
「
杉
並
の
会
」
。

九
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杉
並
区
の
課
税
台
帳
も
れ
、
砺
産
阻
止

絡
み
緊
迫
。
区
、
事
実
関
係
の
解
明
へ
。

電
産
化
反
対
の
直
接
請
求
、
代
表
者
証

明
を
申
請
。
杉
並
の
住
民
グ
ル
ー
プ
。

「
電
産
化
…
…
必
ず
阻
止
」
、
螺
端
活

動
突
入
へ
決
起
。
杉
並
で
柴
会
。

杉
並
区
の
電
算
化
問
題
、
〃
阻
止
野
躬
〃

ス
タ
ー
ト
。
区
議
会
委
は
導
入
審
議
。

杉
並
の
仇
氏
記
録
氾
算
化
、
区
議
会
は

「
ゴ
ー
」
。
対
決
枕
め
る
反
対
住
民
。

「
背
番
号
制
」
動
き
出
す
。
杉
並
区
議

会
可
決
。
区
民
の
論
議
に
水
。
か
け
足

可
決
、
保
識
条
件
に
も
疑
問
。

布
％
が
脳
算
化
に
賛
成
。
計
川
発
表
前

の
調
査
で
主
張
。
守
る
会
抗
議
へ
、
「
区

民
を
あ
ざ
む
く
」
。

通
産
化
に
向
け
第
一
歩
。
来
月
、
区
民
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の
実
態
調
査
。

縣
名
二
万
人
に
。
杉
並
の
趨
算
化
、
反

対
直
接
請
求
。

杉
並
の
電
算
化
反
対
直
接
請
求
、
き
ょ

う
料
名
輝
提
出
。
三
万
人
テ
コ
に
述
励

拡
大
。

三
万
人
の
署
名
簿
提
州
。

三
万
署
名
、
背
向
け
る
区
長
。
実
態
調

査
強
行
へ
。
吉
武
さ
ん
ら
「
住
民
の
意

思
を
無
視
」
。

杉
並
区
の
住
民
実
態
調
査
開
始
、
多
い

役
所
信
頼
型
。

杉
並
の
魑
算
化
禁
止
脚
接
講
求
、
有
効

料
名
は
一
一
万
七
千
余
。
法
定
の
三
倍
超

す
。

背
番
号
制
や
め
よ
、
条
例
制
定
の
直
接

請
求
。
杉
並
区
民
。

九
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杉
並
区
の
計
阿
で
は
、
第
一
段
略
は
一
九
七
九
’
八
○
年
度
の

二
年
側
で
、
選
挙
人
瑞
純
、
学
齢
純
、
純
入
学
通
知
、
定
期
健
康

診
断
リ
ス
ト
、
老
人
世
帯
名
簿
な
ど
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
理

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
第
二
段
階
は
一
九
八
一
’
八
三
年

度
で
、
所
得
、
稿
祉
、
年
金
、
国
民
健
康
保
険
の
照
合
、
利
川
な

ど
が
考
え
ら
れ
、
鮪
三
段
階
は
一
九
八
四
’
八
六
年
度
で
、
所
得
、

橘
祉
、
年
金
な
ど
の
情
報
を
柵
互
利
川
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス

テ
ム
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
杉
並
の
会
は
、
こ
れ
に

対
し
、
区
長
と
の
会
見
、
〃
要
請
書
川
の
提
出
、
公
開
討
論
会
の

申
し
入
れ
、
住
民
築
会
の
開
催
な
ど
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
の

「
凍
結
」
を
求
め
た
。

杉
並
の
会
が
、
区
側
と
こ
れ
以
壜
上
話
し
合
っ
て
も
進
展
は
兄
ら

１２
□

2２

１２
０

２２

｜
で
十
分
」
。

Ｍ
｜
「
三
万
人
磐
名
」
の
疑
問
に
弊
え
ず
。

杉
並
の
電
算
化
反
対
請
求
ス
ピ
ー
ド
否

決
。
実
質
審
議
は
八
時
間
。

⑲
「
背
番
号
禁
止
」
を
否
決
。
杉
並
区
議
会
。

一
九
四



れ
な
い
と
判
断
、
「
市
民
と
し
て
可
能
な
限
り
の
権
利
を
行
使
す

る
」
と
区
側
に
対
抗
す
る
行
動
展
開
を
決
意
し
た
の
は
、
区
側
が

新
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
抜
き
打
ち
搬
入
を
行
っ
た
段
階
に
お

い
て
で
あ
っ
た
。
区
側
は
、
区
長
名
で
杉
並
の
会
の
〃
要
請
書
〃

七
項
月
に
対
し
指
定
さ
れ
た
Ⅱ
に
文
書
回
答
し
、
そ
の
中
で
導
入

問
題
の
「
凍
結
」
を
「
困
難
」
と
い
う
表
現
で
事
実
上
拒
否
し
た
。

杉
並
の
会
と
区
側
と
の
話
し
合
い
は
五
回
を
数
え
た
が
（
最
終
的

に
は
一
○
回
近
く
と
さ
れ
て
い
る
）
、
公
開
討
論
会
は
拒
否
さ
れ
、

八
月
一
○
Ⅱ
の
未
明
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
搬
入
が
実
行
さ
れ
た
。

区
側
の
見
解
を
代
表
す
る
菊
地
喜
一
郎
杉
並
区
長
の
見
解
は
「
あ

な
た
が
た
は
電
算
化
に
反
対
。
私
た
ち
は
実
施
。
討
論
会
を
開
い

て
も
結
論
は
で
な
い
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

杉
並
の
会
の
い
う
「
市
民
と
し
て
可
能
な
限
り
の
樵
利
を
行
使

す
る
と
い
う
」
決
意
の
内
容
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
住
民

記
録
の
一
括
処
理
を
阻
止
す
る
条
例
制
定
を
直
接
請
求
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
区
側
は
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
の
制

定
を
準
備
し
て
お
り
、
こ
こ
で
、
区
側
の
保
護
条
例
と
杉
並
の
会

二
つ
の
住
民
通
勤

の
規
制
条
例
と
い
う
二
つ
の
姿
勢
が
正
而
か
ら
衝
突
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

規
制
条
例
に
つ
い
て
の
説
明
を
見
る
と
、
一
応
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
利
用
そ
の
も
の
に
反
対
す
る
の
で
は
な
く
、
「
電
子
計

算
機
の
運
用
の
仕
方
」
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
立
場
か
ら
「
制

限
を
つ
け
る
」
趣
旨
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
〃
杉
並
の
会
ニ
ュ

ー
ス
〃
第
三
号
）
。
し
か
し
、
杉
並
区
長
は
杉
並
の
会
の
要
請
の

基
本
が
「
電
算
化
に
反
対
」
す
る
点
に
あ
る
と
と
ら
え
、
共
産
党

杉
並
区
議
団
の
見
解
も
、
弓
規
制
条
例
』
（
案
）
は
、
す
で
に
十

年
前
か
ら
使
川
さ
れ
て
い
る
現
在
の
砺
算
機
利
川
も
含
め
て
、
髄

子
計
算
機
利
用
そ
の
も
の
の
禁
止
条
例
と
な
る
」
と
指
摘
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
た
（
〃
区
議
会
報
告
〃
一
二
月
二
八
日
付
）
。

杉
並
の
会
の
出
発
点
に
お
け
る
〃
蕊
請
書
〃
の
内
容
が
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
に
伴
う
諮
問
題
に
つ
い
て
、
区
民
の
立
場
か
ら

す
る
疑
問
の
表
明
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
疑
問
の
表

明
が
大
衆
運
動
の
実
態
を
備
え
る
に
つ
れ
、
内
実
と
し
て
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
阻
止
の
勘
き
に
転
化
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
転
化

一
九
五



二
つ
の
住
民
迎
励

の
過
狸
が
透
明
な
も
の
で
は
な
く
陰
微
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
そ
こ
に
杉
並
の
会
の
一
つ
の
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
問
題
点
の
検
討
の
前
に
、
前

節
で
見
た
軟
新
文
京
区
比
の
会
と
、
杉
並
の
会
の
、
以
上
の
経
過

を
ふ
ま
え
た
段
階
で
と
ら
え
る
こ
と
の
で
き
る
異
質
性
を
砿
認
し

て
お
き
た
い
。

赦
新
文
京
区
民
の
会
は
、
結
成
総
会
に
一
二
○
人
の
結
梨
を
几

た
。
と
こ
ろ
で
、
杉
並
の
会
の
場
合
は
、
九
月
二
六
日
の
区
民
大

集
会
に
約
七
○
○
人
が
集
ま
り
、
二
月
一
日
、
区
に
提
出
し
た

条
例
制
定
の
面
接
謝
求
に
は
三
一
、
六
九
一
人
が
粋
約
し
て
い
る

（
有
効
磐
船
は
の
ち
に
二
七
、
七
八
四
人
と
計
算
さ
れ
た
）
。
こ
の

矼
接
訓
求
の
た
め
の
粁
網
述
動
に
は
選
符
か
ら
選
挙
椛
考
で
あ
る

こ
と
の
硫
認
を
受
け
る
受
任
打
（
糾
紺
染
め
の
担
当
打
）
が
必
要

と
さ
れ
る
が
、
こ
の
受
任
者
に
な
る
こ
と
を
一
○
月
二
四
日
段
階

で
、
主
婦
や
学
生
ら
一
、
○
三
六
人
が
申
し
込
み
、
最
終
的
に
は

一
、
二
○
○
人
近
く
に
な
る
と
兄
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
一
二
Ⅱ
九

Ｈ
の
区
民
集
会
で
は
、
主
婦
ら
一
五
○
人
が
デ
モ
行
進
を
行
な
っ

一
九
六

た
・住
民
運
動
と
し
て
の
杉
並
の
会
は
、
明
ら
か
に
大
衆
運
動
と
し

て
の
実
質
を
備
え
て
い
た
。
革
新
文
京
区
民
の
会
の
場
合
、
住
民

迎
励
と
し
て
の
形
を
と
り
な
が
ら
大
衆
迎
励
と
し
て
の
内
尖
が
伽

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
二
つ
の
住
民

巡
動
の
質
的
差
は
ど
こ
か
ら
川
て
来
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

杉
並
の
会
の
場
合
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
液
と
い
う
、
区
几
一

人
一
人
の
立
場
に
お
け
る
具
体
的
で
切
実
な
要
求
が
原
点
に
な
っ

て
い
た
。
そ
し
て
、
運
動
の
原
点
に
市
民
的
自
覚
に
裏
付
け
ら
れ

た
個
人
の
自
発
性
が
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
述
勅
の
総
体
が
向
然
発

生
性
を
薙
底
に
た
た
え
る
性
格
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
杉
並
の

会
の
述
動
を
、
市
民
型
仇
氏
巡
肋
と
す
れ
ば
、
そ
の
特
徴
は
原
点

に
お
け
る
市
民
的
自
発
性
で
あ
り
、
述
励
展
附
過
樫
に
お
け
る
自

然
発
生
性
の
基
底
化
で
あ
り
、
創
造
的
で
活
性
化
さ
れ
た
運
動
展

開
で
あ
っ
た
。
革
新
文
京
区
民
の
会
の
場
合
、
革
新
統
一
と
い
う

大
乗
的
命
題
が
川
発
点
で
あ
る
と
と
も
に
到
達
Ⅱ
標
と
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
学
者
・
文
化
人
主
導
型
仇
氏
遮
動
の
場
合
、
自
発
性
、



市
民
型
住
民
遮
動
に
煎
型
化
で
き
る
杉
並
の
会
で
あ
っ
た
が
、

い
わ
ゆ
る
学
滑
・
文
化
人
を
遮
動
の
先
導
者
と
す
る
あ
り
方
を
全

面
的
に
否
定
し
切
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
直
接
請
求
の
代
表

者
に
は
「
評
論
家
吉
武
輝
子
、
同
中
野
好
夫
、
弁
護
士
佐
々
木
秀

典
、
東
京
西
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
共
闘
会
議
議
長
山
中
平
治
」
の
四
氏

の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
吉
武
輝
子
氏
は
、
杉
並

の
会
の
初
め
か
ら
の
代
表
者
で
あ
り
、
中
野
好
夫
氏
の
場
合
は
、

次
の
よ
う
な
経
過
で
代
表
者
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
「
私
は
ほ

か
の
人
た
ち
と
違
い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
利
点
も
認
め
る
の
で

導
入
に
す
べ
て
反
対
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
当
初
『
杉

並
の
会
』
に
も
入
ら
な
か
っ
た
が
、
区
長
と
住
民
の
交
渉
の
テ
ー

プ
を
聞
い
た
結
果
、
区
長
の
あ
ま
り
に
も
自
信
た
っ
ぷ
り
の
態
度

自
然
発
生
性
、
し
た
が
っ
て
述
励
の
内
実
と
形
態
の
多
様
性
が
示

さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

四
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
杉
並
の
会

ｌ
そ
の
二
１

二
つ
の
住
民
通
勤

に
聴
き
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
。
」

中
野
氏
の
場
合
、
解
明
を
要
す
る
第
一
衝
撃
が
あ
っ
て
、
そ
こ

で
著
名
人
と
し
て
名
を
連
ね
た
と
い
う
経
過
を
辿
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
に
も
せ
よ
、
い
わ
ゆ
る
著
名
人
と
し
て
の
学
者
・
文
化
人
を

先
導
者
と
す
る
こ
と
が
運
動
に
重
み
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
の
か
、
何
等
か
の
権
威
づ
け
に
な
る
と
計
算
さ
れ
て
い
る
の
か
、

宣
伝
効
来
の
意
味
を
持
た
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
杉
並
の
会
の
場

合
も
そ
こ
が
問
わ
れ
る
べ
き
一
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
砿
か
な

よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
よ
う
な
、
何
点
か
の
、
杉
並
の
会
に

つ
い
て
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
問
題
点
の
所
在
を
指
摘
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

中
野
好
夫
氏
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
に
す
べ
て
反
対
と

い
う
立
場
で
は
な
い
、
と
述
べ
た
の
は
一
二
几
四
日
、
規
制
条
例

の
署
名
簿
を
区
側
に
提
出
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
際
、
請
求
代
表
者
と
菊
地
区
長
と
の
間
で
は
次
の
よ
う
な
激

し
い
や
り
取
り
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。

吉
武
輝
子
「
こ
れ
ま
で
の
区
長
の
や
り
方
は
高
圧
的
だ
。
三
万

一
九
七



二
つ
の
住
民
運
動

人
近
い
署
名
の
重
み
を
ど
う
思
う
か
。
直
接
請
求
が

成
立
し
た
の
だ
か
ら
電
算
化
計
画
を
凍
結
し
て
。
」

菊
地
区
長
「
あ
な
た
方
こ
そ
高
圧
的
だ
し
、
被
害
も
う
想
的
だ
。

五
十
三
万
区
民
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
三
万
人
は
一
部
。

一
部
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
意
見
は
軽
視
し
な
い
が

。・・。□。。」

佐
々
木
秀
典
「
法
令
の
定
め
や
公
益
の
必
要
が
あ
る
場
合
、
区

は
個
人
情
報
を
外
部
に
提
出
で
き
る
規
定
に
な
っ
て

い
る
が
、
公
益
と
い
う
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
決
め
方

で
は
保
護
の
名
に
値
し
な
い
。
」

菊
地
区
長
「
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
条
例
案
を
よ
く
検
討
し
、

こ
れ
か
ら
の
運
用
で
参
考
に
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
。
」

右
の
や
り
取
り
の
中
で
、
吉
武
代
表
が
、
「
凍
結
」
を
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
に
伴
う
諸
問
題
に
つ
い
て
の
疑
問
解
明
の
意
味

で
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
阻
止
の
意

味
で
求
め
て
い
る
と
受
け
取
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
八

中
野
代
表
や
佐
々
木
代
表
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
力
点
を

置
い
た
主
張
を
述
べ
て
い
る
。
杉
並
の
会
の
内
部
に
お
い
て
、
運

動
の
方
向
は
多
様
に
理
解
さ
れ
、
そ
の
多
様
性
を
包
摂
し
た
ま
ま
、

杉
並
の
会
の
運
動
は
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

自
治
体
と
し
て
住
民
記
録
の
電
算
化
、
す
な
わ
ち
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
導
入
に
よ
る
統
一
コ
ー
ド
の
使
用
は
、
東
京
特
別
区
の
場

合
、
一
九
六
六
年
の
中
野
区
か
ら
初
ま
り
、
一
九
七
八
年
ま
で
に
、

豊
島
、
江
東
な
ど
、
二
三
区
の
う
ち
一
四
区
に
波
及
し
て
い
た
。

一
四
区
が
「
総
背
番
号
化
」
し
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ

う
な
動
き
の
一
端
と
し
て
、
杉
並
区
の
場
合
も
、
新
型
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
導
入
に
よ
る
住
民
記
録
の
統
一
コ
ー
ド
化
を
計
っ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
杉
並
区
の
場
合
、
住
民
の
有
志
の
反
対
運
動
が
活

発
に
展
開
さ
れ
、
直
接
請
求
に
よ
る
規
制
条
例
制
定
が
問
題
に
な

る
と
い
う
東
京
都
区
内
に
お
け
る
最
初
の
例
を
示
す
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
、
杉
並
の
会
が
要
求
し
た
規
制
条
例
の
内

容
が
問
題
に
な
る
。

全
文
一
二
条
か
ら
な
る
「
個
人
情
報
保
護
の
た
め
の
杉
並
区
電



子
計
算
組
織
遮
川
規
制
条
例
案
」
は
、
①
区
は
コ
ン
ピ
ニ
ー
タ
ー

に
よ
っ
て
個
人
情
報
の
一
括
処
理
は
行
わ
な
い
。
②
統
一
コ
ー
ド

（
区
民
背
番
芳
）
の
使
用
、
区
民
マ
ス
タ
ー
（
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
な
ど
基
礎
デ
ー
タ
を
記
録
し
た
も
の
）
の
作
成
は
行
わ
な

い
。
③
個
人
情
報
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
は
各
業
務
ご
と
に
行

う
こ
と
に
し
、
複
数
の
業
務
と
結
合
し
な
い
、
な
ど
の
内
容
に
よ

っ
て
、
「
ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
大
型
ソ
ロ

バ
ン
と
使
う
こ
と
は
認
め
る
が
、
そ
れ
以
上
進
ん
だ
使
川
方
法
は

認
め
な
い
」
と
い
う
も
の
で
、
「
事
実
上
、
同
区
が
進
め
て
い
る

電
算
化
計
画
の
禁
止
を
求
め
る
条
例
案
」
で
あ
る
と
受
け
取
ら
れ

た
（
『
朝
日
新
聞
』
一
二
月
四
日
、
夕
刊
）
。

杉
並
の
会
は
、
た
と
え
ば
六
川
九
日
の
集
会
が
、
「
住
民
維
本

、
、
、

台
帳
の
樋
算
機
導
入
を
考
え
る
低
民
築
会
」
と
し
て
い
た
よ
う
に
、

主
な
あ
り
方
と
し
て
は
疑
問
を
解
く
た
め
の
運
動
で
あ
る
と
い
う

枠
組
を
保
持
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
八
月
三
○
Ⅱ
付
の
『
杉
並

区
広
報
』
に
反
駁
す
る
杉
並
の
会
の
チ
ラ
シ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

突
如
、
「
住
民
記
録
の
電
子
計
算
機
に
よ
る
処
理
を
行
わ
せ
な
い

二
つ
の
住
民
遮
助

た
め
．
．
…
・
」
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
尊
入
阻
止
論
に
突
然
愛
典
す

る
場
合
が
あ
っ
た
。
こ
の
変
異
が
、
そ
の
ま
ま
規
制
条
例
の
内
容

と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
杉
並
の
会

に
あ
っ
て
ば
、
住
民
記
録
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
に
伴
う
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
防
ぐ
と
い
う
本
来
の
目
的
に
、
行
政
機
関

に
対
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
を
原
理
的
に
拒
否
す
る
の
だ
と

い
う
特
定
の
立
場
が
、
雅
皿
さ
れ
な
い
ま
ま
組
み
込
ま
れ
て
い
た

と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

導
入
阻
止
か
、
危
険
防
止
か
、
煙
そ
の
ま
ま
、
社
会
党
と
共

産
党
の
対
立
点
に
な
っ
て
い
た
。
区
側
の
保
護
条
例
に
反
対
し
、

杉
並
の
会
の
規
制
条
例
に
賛
成
し
た
の
は
社
会
党
で
あ
り
、
区
側

の
保
池
条
例
に
賛
成
し
、
杉
並
の
会
の
規
制
条
例
に
棄
椛
し
た
の

は
共
産
党
で
あ
っ
た
。
蛾
新
文
京
区
民
の
会
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、

杉
並
の
会
の
場
合
も
、
そ
こ
は
革
新
統
一
の
場
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
革
新
文
京
区
民
の
会
の
場
合
、
共
産
党
の
主
張
の

場
と
な
っ
た
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
杉
並
の
会
の
場
合
、
社

会
党
の
主
張
の
場
に
な
っ
た
。
だ
が
、
社
共
対
立
の
側
面
は
、
わ

一
九
九



二
つ
の
住
民
運
動

れ
わ
れ
の
分
析
に
と
っ
て
愈
視
さ
れ
る
経
過
と
は
な
ら
な
い
。

む
し
ろ
注
日
さ
れ
る
の
は
、
杉
並
の
会
の
場
合
、
一
九
七
九
年

四
月
の
統
一
地
方
選
挙
直
前
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
京

都
知
事
選
や
杉
並
区
長
選
と
の
関
連
で
運
動
の
方
向
が
歪
め
ら
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
杉
並
の
会
の
述
動
の
参
加
者

で
あ
り
こ
の
巡
励
の
リ
ポ
ー
ト
の
作
成
打
で
あ
っ
た
Ｋ
・
Ｍ
対
は
、

「
政
党
や
組
織
が
外
部
で
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

迎
動
の
主
体
は
、
杉
並
の
会
で
あ
っ
て
、
選
挙
と
か
政
党
減
励
と

は
、
一
切
関
係
な
い
」
と
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
通
り
で
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
杉
並
の
会
は
、
規
制
条
例
制
定
の
戒
接
洲
求
を
行
っ

た
あ
と
、
そ
の
結
果
、
洲
仙
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
臨
時

区
議
会
へ
向
け
て
の
対
策
と
し
て
、
よ
う
や
く
「
区
議
会
各
派
に

説
得
工
作
」
を
続
け
、
「
中
央
の
各
党
」
に
対
し
て
も
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
を
ど
う
考
え
る
か
と
の
間
を
発
す
る
方
針
を
と
る
に
至

っ
て
い
る
。
杉
並
区
長
選
と
の
関
係
で
は
、
「
仇
民
記
録
の
電
算

化
」
問
題
で
社
会
党
と
共
産
党
が
対
立
し
、
そ
の
「
シ
コ
リ
」
が

残
っ
て
社
共
統
一
候
補
問
題
が
「
難
航
」
と
伝
え
ら
れ
て
お
り

二
○
○

（
『
朝
日
新
聞
』
一
九
七
九
年
二
几
一
日
）
、
統
一
地
方
選
挙
へ
の

布
菰
と
し
て
杉
並
の
会
の
動
き
が
位
価
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
政
治
的
党
派
で
あ
る
限
り
、
選
挙
に
お
け
る
集
票
効
采
を

計
算
す
る
こ
と
な
し
に
杉
並
の
会
の
よ
う
な
住
民
運
動
に
加
わ
る

こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
、
そ

の
よ
う
な
計
算
を
炎
而
化
さ
せ
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
そ
の
よ
う
な

計
算
に
も
と
ず
く
喬
励
を
し
た
党
派
は
、
そ
の
限
り
で
兇
放
さ
れ

る
雰
附
気
が
杉
並
の
会
の
遮
動
に
は
た
た
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
点
も
、
砧
新
文
京
区
民
の
会
と
異
質
で
あ
っ
た
の
で

あ
り
、
こ
こ
で
大
衆
辿
肋
と
赦
新
政
党
と
の
関
係
は
縦
系
列
に
お

い
て
で
は
な
く
横
の
側
係
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
い
え
ょ

岸
ソ
Ｏ既
成
政
党
と
の
関
係
を
、
い
わ
ば
脱
政
党
の
宰
腔
識
で
、
醒
め
た

と
ら
え
方
を
し
て
い
た
杉
並
の
会
は
、
条
例
制
定
の
直
接
諦
求
な

ど
、
住
民
自
治
を
直
接
民
主
主
義
の
理
念
で
追
求
す
る
姿
勢
を
と

っ
て
い
た
。
住
民
記
録
の
統
一
コ
ー
ド
作
成
に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
守
る
立
場
か
ら
、
保
液
条
例
に
あ
き
た
ら
ず
、
規
制
条



例
と
い
う
形
で
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
し
、
そ
の
さ
い
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
導
入
阻
止
を
企
図
す
る
立
場
を
思
わ
ず
露
出
さ
せ
て
し

ま
っ
た
局
面
な
ど
は
、
直
接
民
主
主
義
追
求
の
運
動
に
あ
り
が
ち

な
、
理
念
の
情
念
化
に
よ
る
心
情
ラ
デ
ィ
ヵ
リ
ズ
ム
が
露
呈
し
た

局
面
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
、
直
接
民
主
主
義
の

理
念
が
臓
接
民
主
主
義
の
形
式
の
み
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
場
合

に
生
ず
る
問
題
点
が
、
杉
並
の
会
で
は
次
の
よ
う
な
形
に
お
い
て

も
見
受
け
ら
れ
た
。

地
方
日
輪
法
第
七
五
条
に
よ
れ
ば
、
地
方
自
治
体
の
選
挙
権
者

は
、
自
治
体
構
成
員
（
選
挙
権
者
総
数
）
の
五
○
分
の
一
以
上
の

連
鶚
を
以
て
、
条
例
の
制
定
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
自

治
体
の
長
は
、
こ
の
請
求
を
受
け
た
な
ら
ば
直
ち
に
議
会
を
招
染

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
杉
並
の
会
は
こ
の

椛
利
を
行
使
し
た
。
杉
並
区
の
有
椛
者
総
数
は
約
四
○
万
二
、
○

○
○
人
で
あ
っ
た
の
で
、
三
万
を
越
え
る
署
名
数
は
直
接
請
求
の

法
定
署
名
数
（
約
八
、
○
○
○
）
を
三
倍
以
上
も
上
回
っ
た
こ
と

に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
杉
並
の
会
は
、
三
万
を
越
え
る
署
名
数
に

二
つ
の
住
民
運
動

つ
い
て
、
「
趣
産
化
に
反
対
す
る
の
は
、
区
民
の
一
部
だ
け
の
声

で
は
な
い
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
」
「
三
刀
人
の
背
後
に
は
、
電
産

化
に
反
対
の
何
十
万
の
区
民
が
い
る
」
と
と
ら
え
て
い
た
こ
と
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
区
側
で
は
、
直
接
請
求
の
署

名
簿
を
受
け
付
け
た
さ
い
、
菊
地
区
長
が
述
べ
た
と
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
「
三
万
人
が
聯
お
し
て
も
、
区
内
の
川
十
万
有
椛
者
か
ら

み
れ
ば
一
部
に
す
ぎ
な
い
」
と
受
け
止
め
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

条
例
制
定
の
直
接
諭
求
は
、
法
定
署
名
数
の
三
倍
を
越
え
て
三
万

余
も
集
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
区
内
有
権
者
の
五
○
分
の
一

の
三
倍
と
い
う
意
味
し
か
持
た
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ

以
上
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
点
が
こ

こ
で
浮
上
す
る
こ
と
に
な
る
。

区
側
が
、
三
万
の
料
名
は
、
打
椛
春
四
○
万
の
一
部
分
に
す
ぎ

な
い
、
と
言
い
切
る
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
っ
た
。
一

○
月
一
三
日
に
区
側
か
ら
公
表
さ
れ
た
『
区
政
に
関
す
る
意
識
と

実
態
』
に
よ
れ
ば
、
杉
並
区
民
の
七
六
％
が
住
民
記
録
に
つ
い
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
に
賛
成
な
の
で
あ
っ
た
。
こ

こ
○
一



二
つ
の
住
民
述
動

の
調
査
は
、
行
政
実
態
調
査
と
し
て
こ
れ
で
九
回
目
の
も
の
で
あ

り
、
調
査
対
象
は
二
十
歳
以
上
の
一
、
四
○
○
人
、
面
接
方
式
で

回
収
率
は
八
○
・
四
％
と
さ
れ
て
い
る
。

問
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
事
務
処
理
の
能
率
化
を
図
る
た

め
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
お
渦
前
や
住
所
、
世
帯
人
数
な
ど
の

情
報
を
電
子
計
算
機
に
入
れ
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
が
、

あ
な
た
は
こ
の
こ
と
を
ど
う
思
い
ま
す
か
」

答
え
の
集
計
ｌ

「
大
い
に
賛
成
で
あ
る
」
二
六
。
六
％

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
れ
ば
賛
成
で
あ
る
」
四
九
・
六

％

「
あ
ま
り
賛
成
で
な
い
」
四
・
四
％

「
反
対
で
あ
る
」
三
・
六
％

「
わ
か
ら
な
い
」
一
六
％

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
杉
並
の
会
は
、

「
わ
ず
か
千
四
百
人
の
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
、
七
六
％
の

区
民
が
電
算
化
に
賛
成
し
て
い
る
と
い
う
低
長
の
こ
と
ば
は
ス
ジ

二
○
二

が
通
ら
な
い
。
し
か
も
七
六
％
の
大
多
一
数
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守

ら
れ
る
な
ら
と
い
う
条
件
つ
き
鍵
成
だ
」
と
見
る
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
。
確
か
に
そ
う
で
あ
っ
て
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ

れ
ば
賛
成
で
あ
る
」
と
す
る
約
五
○
％
の
部
分
は
、
無
条
件
で
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
に
賛
成
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
五
○
％
は
、
中
野
好
夫
氏
の
見
解
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
に
絶
対
的
に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
も
な

か
っ
た
。
杉
並
の
会
が
、
も
し
こ
の
五
○
％
に
注
目
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
実
質
的
に
導
入
を
拒
否
す
る
内
容
の
規
制
条
例
を
謝
求
す

る
方
向
と
は
も
う
少
し
違
っ
た
運
動
方
向
で
会
の
足
並
み
を
揃
え

る
ぺ
き
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
、
「
四
○
○
と
い
う

標
本
数
に
よ
る
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
「
四
○
○
人
の

意
見
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

九
月
二
九
Ⅱ
、
杉
並
区
議
会
は
、
区
側
か
ら
提
案
さ
れ
た
電
算

化
の
予
算
、
な
ら
び
に
保
護
条
例
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。
杉
並

区
に
お
い
て
住
民
記
録
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
一
括
処
理
さ
れ
る

シ
ス
テ
ム
が
採
川
さ
れ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
作
動
さ
せ
る
第
一



歩
と
し
て
、
二
月
に
入
る
と
と
も
に
区
内
金
世
帯
を
対
象
と
す

る
住
民
実
態
調
査
が
取
り
組
ま
れ
た
。
こ
の
調
査
は
、
他
氏
雑
本

台
帳
の
内
奔
を
、
約
八
○
○
人
の
調
査
員
が
二
二
万
七
、
○
○
○

世
帯
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
砿
認
す
る
作
業
で
、
そ
の
結
果

が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
住
民
実
態
調
査
は
、
は
か
ら
ず
も
、
先
の
標
本
数
「

八
○
○
の
行
政
実
態
調
査
の
結
果
を
現
実
と
照
合
す
る
悉
皆
調
査

（
全
数
調
査
）
の
役
劉
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。

一
二
Ⅱ
一
二
Ⅱ
、
区
側
が
行
っ
た
中
川
梨
計
発
表
に
よ
れ
ば
、

二
二
万
八
、
○
○
○
世
排
に
対
し
調
査
表
を
配
布
で
き
た
の
は
二

○
万
七
、
○
○
○
世
排
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
二
万
一
、
○
○
○
世

柵
が
離
水
台
帳
の
訂
正
を
要
す
る
世
譜
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
住
民
尖
態
調
査
に
対
し
、
「
区
の
魅
算
化
計
画
に
反
対
な
ど
の

理
由
」
で
調
査
拒
否
し
た
世
帯
は
四
二
三
で
、
全
世
帯
の
○
・
一

八
％
と
い
う
結
果
が
出
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
四
二

三
世
帯
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
絶
対
阻
止
派
の
実
勢
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
。
規
制
条
例
の
直
接
諭
求
三
万
料
名
の
内
訳
は
一

二
つ
の
住
民
遮
動

嫌
な
も
の
で
は
な
く
、
『
朝
日
新
附
』
が
解
説
す
る
よ
う
に
二
九

七
八
年
九
月
一
三
日
付
）
、
「
守
る
会
の
内
部
で
も
人
に
よ
っ
て
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
意
見
が
分
か
れ
る
」
の
で
あ
り
、
三
万
人

を
越
え
た
料
名
を
「
魅
産
化
に
反
対
」
と
一
括
す
る
と
ら
え
方
に

は
飛
踊
が
あ
り
、
ま
し
て
や
、
三
万
の
料
名
の
背
後
に
「
電
産
化

に
反
対
の
何
十
刀
の
区
民
が
い
る
「
一
と
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
無
論
で
し
か
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
同
時
に
「
四
○
○

の
標
本
を
。
、
四
○
○
人
の
意
見
」
と
同
獅
に
と
ら
え
、
そ
れ

に
三
万
の
璃
名
を
対
値
す
る
発
想
も
黎
論
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

杉
並
の
会
に
お
け
る
直
接
民
主
主
義
の
理
念
の
追
求
は
、
瑠
躬

と
交
渉
と
い
う
直
接
民
主
主
雑
の
形
態
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
限

り
に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
区
議
会
に
お
け
る
多
数
決
な

ど
と
い
う
、
代
表
制
民
主
主
義
と
し
て
の
形
式
民
主
主
義
の
枠
を

突
破
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

＊
＊

＊

〔
付
記
〕

行
政
楴
理
庁
は
、
一
九
七
四
年
、
行
政
管
理
委
員
会
に
「
行
政

二
○
三
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二
つ
の
住
民
運
動

０
Ｎ

功

住
民
迎
助
の
展
開
と
既
成
政
党
と
の
関
連
を
見
つ
め
て
い
た
革
新
文

京
区
民
の
会
の
場
合
、
住
民
自
治
の
理
念
は
代
表
選
川
の
過
程
（
統
一

地
方
選
挙
）
を
媒
体
と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
も
の
と
い
う
見
通
し
に
立

っ
て
い
た
。
「
み
ん
な
の
手
で
区
長
を
選
び
、
育
て
て
い
く
以
外
に
道

は
な
ど
と
す
る
区
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が
そ
の
考
え
方
を
表
明
し
て
い

る
。
し
か
し
、
革
新
文
京
区
民
の
会
の
場
合
、
運
動
の
基
点
に
行
動
に

起
ら
上
が
っ
た
住
民
の
個
性
的
な
自
発
性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
。杉
並
の
会
の
場
合
、
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
」
と
い
う
原
点
に
お

け
る
自
発
性
の
存
在
が
、
住
民
の
具
体
的
な
疑
念
の
提
起
と
い
う
形
で

運
動
の
外
側
か
ら
良
く
見
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

迎
励
の
全
体
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
の
条
件
提
示
な

の
か
、
絶
対
阻
止
な
の
か
に
つ
い
て
混
乱
が
発
生
す
る
ほ
ど
、
多
様
性

を
帯
び
、
そ
れ
だ
け
に
自
然
発
生
性
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

二
○
五

Ｑ
Ｌ
、

一冊型
住
氏
運
動
の
二
類
型

ｌ
む
す
び
に
か
え
て
Ｉ



二
つ
の
住
民
運
動

っ
た
。
既
成
政
党
の
直
接
関
与
を
排
除
し
、
都
知
選
や
区
長
選
と

距
離
を
置
い
た
と
こ
ろ
で
運
動
を
展
開
す
る
姿
勢
も
、
大
衆
運
動

と
し
て
の
性
格
を
保
持
す
る
こ
と
に
寄
与
し
、
杉
並
の
会
の
動
き

は
、
莱
新
文
京
区
民
の
会
に
は
見
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
大
衆

参
加
の
運
動
と
し
て
成
功
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
杉
並

の
会
の
場
合
、
運
動
の
中
核
部
分
が
行
政
機
構
へ
の
怒
り
に
身
を

ゆ
だ
ね
た
形
に
な
り
、
区
民
の
多
数
の
政
沿
感
覚
と
結
び
付
い
た

効
果
的
な
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
革
新
文
京
区
民
の
会
と
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
る
杉
並
の
会
と
い
う
二
つ
の
他
氏
遮
励
に
、
一
九
七
○

年
代
か
ら
八
○
年
代
へ
の
転
換
点
に
お
け
る
大
衆
運
動
の
二
つ
の

型
を
見
川
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
七
八
年
六
月
か
ら
一
二
月
と

い
う
同
じ
時
期
に
発
生
し
展
開
さ
れ
た
二
つ
の
住
民
遮
動
は
、
大

衆
運
動
の
内
容
と
し
て
ま
っ
た
く
対
雌
的
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の

型
と
は
、
両
極
分
解
し
た
二
つ
の
型
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し

か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、
二
つ
の
型
へ
の
両
極
分
解
を
述
励
史
の
視

点
で
と
ら
え
、
そ
の
分
解
の
構
造
を
と
ら
え
て
お
か
な
く
て
は
な

二
○
六

ら
な
い
で
あ
る
一
う
。

「
六
○
年
安
保
共
闘
」
の
一
語
で
代
表
す
る
こ
と
の
で
き
る
革

新
統
一
戦
線
の
原
型
は
、
「
丸
抱
え
。
幅
広
の
運
動
」
で
あ
る
こ
と

を
特
徴
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
大
衆
述
動
と
は
大
衆
動
員
の

別
名
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
機
関
中
心
主
義
の
障
壁
を
乗

り
越
え
た
大
衆
運
動
は
、
住
民
運
動
で
あ
り
市
民
運
動
で
あ
る
と

さ
れ
、
革
新
統
一
戦
線
論
と
は
も
う
一
つ
別
の
韮
軸
で
展
開
さ
れ

る
運
動
局
面
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
革
新
統
一
戦
線
論

の
展
開
が
、
第
一
の
原
型
と
し
て
の
「
六
○
年
安
保
共
闘
」
態
勢

か
ら
、
第
二
の
原
型
と
し
て
の
住
民
述
動
・
市
民
述
励
の
経
験
を

踏
ま
え
、
第
三
の
原
型
を
見
出
す
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
か

っ
た
（
拙
稿
〃
日
本
型
統
一
戦
線
論
〃
『
講
座
現
代
資
本
主
義
国

家
③
』
一
九
八
○
年
、
所
収
、
を
参
照
）
。
こ
の
可
能
性
を
見
な

い
と
二
つ
の
住
民
運
動
は
大
衆
運
動
の
両
極
分
解
と
と
ら
え
ら
れ

て
終
り
と
な
る
。
莱
新
文
京
区
民
の
会
型
住
民
運
動
が
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
守
る
杉
並
の
会
型
住
民
巡
動
に
沈
潜
し
た
あ
と
、
第
三

の
型
を
生
み
出
す
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
運



動
史
の
流
れ
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
方
向
が
基
軸
で
あ
る
と
確
認
で

き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
、
両
極
分
解
の
構
造
を
と

ら
え
て
、
両
極
分
解
現
象
の
克
服
の
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
は
、

こ
こ
で
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
七
九
年
四
月
に
お
け
る
統
一
地
方
選
挙
の
結
果
は
、
革
新

自
治
体
の
崩
壊
現
象
を
明
示
す
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
、

球
新
統
一
の
表
現
は
空
虚
な
緋
き
を
持
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
七
九
年
一
二
川
か
ら
一
九
八
○
年
一
月
に
か
け
て
、
公
明
党

と
民
社
党
、
公
明
党
と
社
会
党
の
あ
い
だ
に
中
道
迎
合
政
権
構
想

を
内
雰
と
す
る
協
定
が
成
立
し
た
。
こ
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
方
式

に
よ
る
巾
逝
迎
合
政
権
榊
想
に
お
い
て
、
「
軟
新
」
の
一
語
は
完

全
に
姿
を
洲
し
て
い
る
。
同
時
に
、
共
倣
党
に
対
し
て
は
、
明
文

を
も
っ
て
排
除
の
姿
勢
が
砿
立
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
一
九
八
○
年
か
ら
一
九
八
一
年
に
か
け
て
、
今
度
は
、

公
明
党
を
軸
と
す
る
民
社
党
、
社
会
党
の
中
遊
政
権
三
角
同
盟
に

対
時
す
る
橘
え
の
新
た
な
動
き
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

ず
、
一
九
八
○
年
三
月
、
共
産
党
が
「
革
新
統
一
」
を
呼
び
か
け

二
つ
の
住
民
運
動

る
。
一
九
八
一
年
五
月
、
こ
の
共
産
党
の
呼
び
か
け
に
呼
応
す
る

形
で
「
平
和
・
民
主
主
義
・
革
新
統
一
を
す
す
め
る
全
国
の
懇
話

会
」
が
発
足
す
る
。
こ
う
し
て
、
か
っ
て
の
革
新
勢
力
は
、
中
道

転
化
勢
力
と
革
新
謹
持
勢
力
に
両
極
分
解
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
○
年
六
月
の
衆
参
同
時
選
挙
に
お
け
る
自
民
党
の
安
定
過

半
数
議
席
獲
得
は
、
こ
の
よ
う
な
か
つ
て
の
革
新
勢
力
の
崩
壊
過

樫
に
川
現
し
た
一
現
象
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

以
上
の
さ
さ
や
か
な
分
析
が
企
図
し
た
の
は
、
一
九
七
○
年
代

ま
で
商
扮
し
た
か
っ
て
の
蛾
新
勢
力
が
、
一
九
八
○
年
代
に
お
い

て
両
極
分
解
を
遂
げ
る
前
夜
の
状
況
に
お
い
て
、
東
京
の
地
域
レ

ベ
ル
で
凪
Ｍ
さ
れ
て
い
た
化
民
巡
励
の
尖
態
を
把
握
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
八
○
年
代
初
頭
に
明
ら
か
と
な
っ
た
球
新

勢
力
分
解
の
一
つ
の
過
程
を
、
地
域
レ
ベ
ル
の
動
向
で
砿
定
す
る

意
味
を
持
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

二
九
八
二
・
八
・
一
五
）

二
○
七


